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未来を創る「創造的な迷い道」
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(表紙)
アメリカンフットボール部

「Fighting Engineers」

試合のミーティングでコーチの指示に耳を
傾け、戦術を確認する選手たち。

詳細は21ページ 
「ACTIVE STUDENTS!」をご覧ください。

第3回
小学生豊洲絵画コンクール

「第3回小学生豊洲絵画コンクール」
の表彰式には、特別審査員を務めた
前文化庁長官の宮田亮平氏や江東
区長の大久保朋果氏が列席し、特別
賞の「宮田亮平特別審査員賞」と「江
東区長賞」の表彰で は各氏から直
接、賞が授与されるなど、列席者の笑
顔があふれるイベントとなりました。

IN
D

E
X

22 SITニュース

04 ［特集1］ 

未来を創る「創造的な迷い道」
—システム理工学部、2026年改組の全貌

08 ［特集2］ 

実践的な博士人材の育成を目指す
芝浦工業大学の博士支援

10 ［特集3］ 

2024年度卒業生 就職結果報告

14 SIT Academic Column

熟練農業従事者の知恵と経験を数式に落とし込み 
先端制御理論と融合させてビニールハウス内の環境を
機械によって“制御”する 
システム理工学部／環境システム制御研究室
伊藤 和寿 教授

18 しばうら人 卒業生の「今」

地域の人 と々共に「場所」をつくり、「文化」をつくる 
ランドスケープデザイナーという職業 
株式会社フォルク　上野山 波粋さん
建築学部 建築学科 2021年3月卒業 
理工学研究科 建築学専攻 2023年3月修了

20 ACTIVE STUDENTS! 活躍する芝浦工大の学生たち
デザイン工学部 デザイン工学科 4年 
三嶋 泰生さん、冨川 真帆さん
アメリカンフットボール部 工学部 土木工学科 4年 
松田 凛さん

広報芝浦
SUMMER 2025.08
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5 課程 11 コースへ現 5 学科

数理科学コース数理科学課程

機械・電気コース機械・電気課程機械制御システム学科

建築
コース

環境・都市
コース建築・環境課程環境システム学科

医工学
コース

生命科学
コース

スポーツ工学
コース生命科学課程生命科学科

数理科学科

情報課程 メディア
コース

ソフトウェア
コース

IoT
コース

データサイエンス
コース電子情報システム学科

特 集 １

2024年の「創る」発表会（現「未来を創る1」） 1993年の「創る」発表会（現「未来を創る1」）

加
速
す
る
現
代
社
会
で
は
、
ま
す
ま

す
単
一
分
野
の
専
門
性
だ
け
で
は
複

雑
な
課
題
に
対
応
し
き
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
対

応
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
学
部
自

身
も
、
変
化
に
対
応
し
た
教
育
・
研

究
を
展
開
で
き
る
よ
う
に
2
0
2
6

年
に
学
科
制
か
ら
「
課
程
制
」
へ
と

改
組
し
ま
す
。

こ
の
改
組
で
は
、
学
生
が
自
ら
の

興
味
や
キ
ャ
リ
ア
に
応
じ
て
学
び
を

設
計
で
き
る
よ
う
、
5
課
程
11
コ
ー

ス
を
設
置
し
ま
す
。「
情
報
課
程
」

「
機
械
・
電
気
課
程
」「
建
築
・
環
境

課
程
」「
生
命
科
学
課
程
」「
数
理
科

学
課
程
」
の
各
コ
ー
ス
に
入
学
す
る

学
生
に
、
専
門
性
と
横
断
性
を
両
立

し
た
教
育
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

「
日
本
初
の
カ
タ
カ
ナ
学
部
」と
し
て
、

1
9
9
1
年
に
産
声
を
上
げ
た
シ
ス

テ
ム
理
工
学
部
（
当
時
は
「
シ
ス
テ

ム
工
学
部
」）。
設
立
36
年
目
を
迎
え

る
来
年
2
0
2
6
年
に
、
現
在
の
5

学
科
を
廃
止
し
、
5
課
程
11
コ
ー
ス

に
改
組
し
ま
す
。
よ
り
複
雑
化
す
る

現
代
社
会
の
「
シ
ス
テ
ム
」（
仕
組
み
）

を
紐
解
き
、
統
合
的
な
問
題
解
決
策

を
導
き
出
す
た
め
の
新
し
い
教
育
・

研
究
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

※
設
置
計
画
は
現
在
認
可
申
請
中
で

あ
り
、
内
容
は
変
更
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す

　
予
測
不
能
な
未
来
に
挑
む
、

　
新
し
い
学
び
の
か
た
ち

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
は
1
9
9
1

年
の
開
設
以
来
、
い
ち
早
く
「
シ
ス

テ
ム
思
考
」
を
重
視
し
た
分
野
横
断

型
の
教
育
・
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
時
代
が
進
み
、
A
I
、
I
o
T
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
の
技
術
革
新
が

未
来
を
創
る「
創
造
的
な
迷
い
道
」

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
、
2
0
2
6
年
改
組
の
全
貌

4



持続可能な社会のための
建築・環境・都市分野の人材育成
建 築 ・ 環 境 ・ 都 市 分 野を中 心とする実 践 的 専 門 知 識 ・ 技 術と、 これら
を横 断 的 に 関 連 付 ける知 識 ・ 手 法を修 得します。 システム 思 考 に 基 づ
く創 造 的な発 想で国 際 社 会 や 地 域 の 問 題を解 決し、 持 続 可 能な社 会
の 実 現 に 貢 献できる人 材を育 成します。 多 様 化する社 会 的ニーズ に 対
応した学 際 的な研 究を通じて、 持 続 可 能な社 会 の 発 展 に貢 献すること
を目指します。

● I o T コース

●ソフトウェアコース

●メディアコース

●データサイエンスコース

機 械・電 気 課 程 ● 機 械 ・ 電 気コース

分野横断型技術者の育成
機 械 ・ 電 気 分 野 の 基 礎 知 識と、 機 械 、 電 気 、 電 気 ・
熱 流 体 、 モビリティ・ ロ ボティクス、 デ ザイン の 内 の 3
つ の 領 域で、 分 野 横 断 型 の 知 識を組み合わせて研 究 開
発 できる技 術 者を養 成します。 価 値 創 造と社 会 の 持 続
的 発 展を担う「ものづくり」を実 現するため、多 様な人々
と協 働する力を身に付 け、 システム思 考 に基 づく創 造 的
な発 想で問 題 解 決できる人 材を育 成します。

● 建 築コース

● 環 境 ・ 都 市コース

創意ある情報技術人材の育成
I o T 技 術 、 ソフトウェア技 術 、メディア技 術 、
データサイエンスの いずれかの 分 野を基 盤 に、
専 門 知 識を 修 得 します。 これにより、 自ら問
題を発 見し、 具 体 的な解 決 策を探る 「 使える
知 識 」 を持 つ 創 意ある情 報 技 術 人 材を育 成し
ます。 また、 研 究 活 動を 通じて、 システム 思
考 に 基 づく創 造 的な発 想とグローバ ルな視 点
で 情 報 関 連 の 問 題 を 解 決 し、 情 報 社 会 の 発
展 に貢 献することを目指します。

5 課 程
1 1コースの 学 び

情 報 課 程

建 築・環 境 課 程

持続可能な社会を支える数理科学
数 理 科 学 は 数 学とさまざまな科 学 の 学 際 領 域を含み、 持
続 可 能な社 会を支える科 学 技 術 の 基 礎 です。 純 粋 数 学
と応 用 数 学 の 教 育 研 究を行 い 、 数 理 科 学 の 専 門 知 識と
職 業 倫 理を身 に 付 け、 理 論 に 基 づくシミュレーション 技
術などの 応 用 力を養 います。 システム 思 考 に 基 づく創 造
的な発 想で科 学 ・ 教 育 ・ 産 業 の 幅 広 い 分 野で問 題を論
理 的 に解 決できる人 材を育 成します。

数 理 科 学 課 程 ● 数 理 科 学コ－ス

● 生 命 科 学コース

● 医 工 学コース

●スポーツ工 学コース

健康社会に貢献するシステム工学の活用
生 命 科 学 や 工 学 に 関する専 門 知 識 ・ 技 術 、 研 究 倫 理を
身に 付 け、 システム 工 学 の 知 識と手 法を活 用して、 すべ
ての 人が 健 康な生 活を享 受できる社 会 の 実 現 に貢 献しま
す。 研 究 では 、 分 子 や 遺 伝 子 レベ ル から個 体 に 至るま
で 生 命 現 象を解 明し、 医 療 や 生 活を支 援 する技 術を開
発して、 健 康 寿 命 の 延 伸と人 々 の Q O L （ Q u a l i t y  o f  
L i f e ）向 上を目指します。

生 命 科 学 課 程
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産学官連携コーナー

　
「
創
造
的
な
迷
い
道
」
を
歩
む　

改
組
の
核
と
な
る
の
が
「
シ
ス
テ
ム

思
考
」
で
す
。
こ
れ
は
、
物
事
を
要
素

に
分
解
し
、
そ
れ
ら
の
関
係
性
か
ら
全

体
を
理
解
す
る
、
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部

が
30
年
以
上
に
わ
た
り
重
視
し
て
き
た

考
え
方
で
す
。
新
し
い
課
程
制
で
は
こ

れ
ま
で
の
学
び
を
よ
り
進
化
さ
せ
、
学

生
が
「
創
造
的
な
迷
い
道
」
を
歩
み
な

が
ら
未
知
の
分
野
に
も
挑
戦
し
、
未
来

を
切
り
拓
（
ひ
ら
）
く
力
を
育
み
ま
す
。

各
コ
ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
専

門
科
目
を
「
モ
ジ
ュ
ー
ル
」
と
し
て
体

系
化
。
主
専
攻
型
、
副
専
攻
型
な
ど
、

目
的
に
応
じ
た
学
び
方
が
可
能
で
す
。

モ
ジ
ュ
ー
ル
と
は
仕
事
に
必
要
な
「
○

○
で
き
る
」
と
い
う
ス
キ
ル
セ
ッ
ト
を

修
得
す
る
た
め
の
専
門
科
目
の
ま
と
ま

り
で
す
。
学
生
は
希
望
す
る
将
来
に
向

か
っ
て
、
例
え
ば
I
o
T
コ
ー
ス
で
は

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
情
報
イ
ン
フ
ラ
を

構
築
で
き
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
、
医
工
学

コ
ー
ス
で
は
医
療
機
器
の
開
発
に
携
わ

る
技
術
者
に
必
要
な
能
力
を
、
モ

ジ
ュ
ー
ル
の
組
み
合
わ
せ
を
通
し
て
身

に
付
け
ま
す
。

　
「
学
際
科
目
」
と
、

　
新
施
設
で
広
が
る
学
び
の
可
能
性　

今
回
の
改
組
の
も
う
一
つ
の
柱
が

「
学
際
科
目
」
で
す
。「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
」「
S
D
G
s
」「
シ
ス
テ
ム
工
学
」

「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
な
ど
、

社
会
と
自
分
を
つ
な
ぐ
視
点
を
養
う
科

目
群
が
用
意
さ
れ
、
専
門
的
な
学
び
と

各
分
野
の
学
び
を
つ
な
ぐ
学
修
の
起
点

と
な
り
ま
す
。

コース

スマートシティの情報インフラを構築できる

グローバ ルな I o T エンジニア
目指す
キャリア

IoT コース

モジュール選択例

loT 環境・都市

副専攻（国際）型

主専攻

他コースの
モジュール

副専攻

学際科目
分野を越えた専門をつなぐパーツ

専門科目

キャリアデザイン システム工学

SDGs アントレプレナーシップ

社
会
課
題
を
解
決
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
へ

基
礎
教
養

パーツを使って、自身の学びをデザインする

モジュールの例

福祉・医療現場をはじめとしたさまざまな場面での貢献が期待される

医療機器ソフトウェア開発者
目指す
キャリア

コース

モジュール選択例

loT医工学

副専攻（国際）型

主専攻

他コースの
モジュール

副専攻

医工学コース

特 集 １未来を創る「創造的な迷い道」
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必修科目「システム工学B」でのグループごとの学修

新ラーニング・コモンズ

思考する・着想対話する・議論表現する・プレゼンテーション かたちにする・試作

新体育館

を
突
き
つ
け
る
と
同
時
に
、
新
し
い
可

能
性
も
開
き
ま
す
。
私
た
ち
は
、
新
し

い
課
程
制
で
の
学
び
を
通
し
て
、
学
生

が
社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
未

来
を
創
造
で
き
る
力
を
育
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」

社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
未

来
を
創
造
で
き
る
人
材
を
育
て
る

—

そ
れ
が
新
し
い
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
の

使
命
で
す
。

さ
ら
に
、
2
0
2
6
年
春
に
は
新
校

舎
が
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
に
オ
ー
プ
ン
予

定
で
す
。
体
育
館
な
ど
の
ほ
か
、
多
様

な
学
修
ス
タ
イ
ル
を
支
え
る
ラ
ー
ニ
ン

グ
コ
モ
ン
ズ
が
設
置
さ
れ
ま
す
。「
思
考

す
る
・
着
想
」「
か
た
ち
に
す
る
・
試
作
」

「
対
話
す
る
・
議
論
」「
表
現
す
る
・
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
4
エ
リ
ア
で
構

成
さ
れ
、
も
の
づ
く
り
・
こ
と
づ
く
り

の
プ
ロ
セ
ス
を
空
間
化
。
学
生
が
自
ら

の
夢
を
探
索
し
、
社
会
と
つ
な
が
る
学

び
を
実
現
す
る
場
と
な
り
ま
す
。

　
1
0
0
周
年
に
向
け
た

　
挑
戦
と
展
望　

芝
浦
工
業
大
学
は
2
0
2
7
年
度
に

創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
回

の
改
組
は
、
次
の
1
0
0
年
を
見
据
え
た

挑
戦
で
も
あ
り
ま
す
。
澤
田
英
行
学
部

長
は
「
予
測
で
き
な
い
未
来
だ
か
ら
こ

そ
、
興
味
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
分
野
に

も
学
び
を
広
げ
る
『
創
造
的
な
迷
い
道
』

を
進
む
こ
と
が
必
要
」
と
語
り
ま
す
。

「
予
測
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
先

を
見
る
努
力
を
や
め
て
し
ま
え
ば
そ
こ

で
す
べ
て
は
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
社

会
の
変
化
は
、
私
た
ち
に
新
し
い
課
題

地域健康増進センター フィットネス・ジム

システム理工学部長
澤田 英行
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近
年
、
社
会
が
高
度
化
か
つ
複
雑
化
す
る

中
で
、
深
い
専
門
知
識
と
課
題
発
見
・
解
決

能
力
な
ど
の
汎
用
的
能
力
に
基
づ
き
、
新
た

な
知
を
創
造
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
社
会

全
体
の
成
長
・
発
展
を
け
ん
引
す
る
こ
と
の

で
き
る
博
士
人
材
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
諸
外
国
と
比
較
し
て
日
本

の
み
人
口
1
0
0
万
人
当
た
り
の
博
士
号
取

得
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
※
１
。
博
士
課
程
進

学
で
は
な
く
就
職
を
選
ん
だ
学
生
の
声
と
し

て
、
進
学
す
る
と
「
生
活
の
経
済
的
見
通
し

が
立
た
な
い
」「
修
了
後
の
就
職
が
心
配
で
あ

る
」
と
の
回
答
が
3
割
を
超
え
て
お
り
※
２
、

博
士
課
程
学
生
が
安
心
し
て
研
究
に
打
ち
込

め
る
環
境
整
備
が
必
要
で
す
。

芝
浦
工
業
大
学
で
は
、
そ
の
た
め
に
多
種

多
様
な
博
士
人
材
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
「
次
世
代
研
究
者
挑
戦
的
研
究
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
S
P
R
I
N
G
）」
と
呼
ば
れ
る

国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
採
択
さ
れ
て
お
り
、

1
人
当
た
り
最
大
2
3
0
万
円
の
研
究
費
・

生
活
支
援
費
が
支
給
さ
れ
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

を
意
識
付
け
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

で
き
ま
す
。

ま
た
、
芝
浦
工
業
大
学
独
自
の
支
援
も
充

実
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
L
F
（
ラ
ー
ニ

ン
グ
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
）
制
度
で
は
授

業
の
支
援
・
研
究
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
給

与
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、「
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
の
中
で
こ
そ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
生
ま
れ
る
」
と
い
う
理
念
の
も
と
博
士
課

程
に
進
む
女
子
学
生
を
支
援
す
る
奨
学
金
制

度
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
奨
励
研
究
員
制
度
も
整
備
し
て

お
り
、
研
究
者
と
し
て
の
独
り
立
ち
を
準
備

し
な
が
ら
給
与
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

芝
浦
工
業
大
学
で
は
、
今
後
も
博
士
人
材
を

輩
出
す
る
た
め
の
支
援
充
実
を
進
め
ま
す
。

実
践
的
な
博
士
人
材
の
育
成
を
目
指
す

芝
浦
工
業
大
学
の
博
士
支
援

特集２

※
1 

出
典
：
科
学
技
術
・
学
術
政
策
研
究
所
「
科
学
技
術
指

標
2
0
2
3
」

※
2 

出
典
：
科
学
技
術
・
学
術
政
策
研
究
所
「
修
士
課
程 

（
6
年
制
学
科
を
含
む
）
在
籍
者
を
起
点
と
し
た
追
跡
調
査 

」

（
2
0
2
3
年
）

奨学金や制度名 制度概要
次世代研究者挑戦的研究プログラム（SPRING） 最大230万円の研究費・生活支援費を支給、キャリア支援を実施
LF（ラーニング・ファシリテーター）制度 博士課程の大学院生を雇用して大学院の教育研究を支援
日本学生支援機構
特に優れた業績による返還免除（博士後期課程）制度

日本学生支援機構（JASSO）より奨学金を貸与してもらっている者のうち、優秀な業績を 
得た者の奨学金返還を免除

芝浦工業大学
博士（後期）課程給付奨学金

博士課程への進学を希望する者のうち十分な研究業績を持つ者へ学費の全額または半額を 
支給

芝浦工業大学
博士（後期）課程留学生給付奨学金

海外から本学の博士課程に進学する者のうち優秀と認められた者へ学費相当額などと生活費
を支給

芝浦工業大学校友会
大学院博士（後期）課程女性研究者育成奨学金

博士課程に進学する女性で本学の教育研究活動に貢献する意思を持つ者に対し校友会の支援
により奨学金を給付

日本学術振興会　特別研究員制度 優れた若手研究者を特別研究員として採用し、研究に対して特別研究院奨励費で支援
博士研究費／国際学会支援 博士学生のいる研究室へ本学で研究費を配分、国際学会で発表する学生へ旅費を支援
奨励研究員制度（本学での博士学位取得後の制度） 博士課程修了後、奨励研究員として一定の任期、処遇、研究環境、能力開発、キャリア支援

が確保された雇用環境を提供

芝
浦
工
業
大
学
と
株
式

会
社
ア
カ
リ
ク
は
、

2
0
2
5
年
6
月
10
日
、

芝
浦
工
業
大
学
在
学
生
お

よ
び
修
了
者
な
ど
に
対
す

る
キ
ャ
リ
ア
開
発
お
よ
び

就
職
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
つ
い
て
、
相
互
に
連

携
・
協
力
す
る
た
め
の
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

本
協
定
を
通
じ
、
科
学

技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
貢
献
す
る
博
士
人
材
の

育
成
を
強
化
し
、
そ
れ
ら

を
通
じ
て
社
会
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

TOPIC芝浦工業大学と株式会社アカリクが連携協力に関する協定を締結

詳しい情報は
こちら

※各制度の詳細は大学Webサイトをご確認ください。

芝浦工業大学で受けられる博士支援一覧

8



中
学
2
年
生
で
見
つ
け
た

「
研
究
者
」
と
い
う
夢

私
が
研
究
者
を
志
し
た
き
っ
か

け
は
、
中
学
2
年
生
の
時
で
す
。

も
と
も
と
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
目
指

し
て
い
た
の
で
す
が
、
中
学
生
の

頃
か
ら
数
学
や
理
科
に
強
く
惹
か

れ
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
理
工

系
の
分
野
に
関
心
が
移
っ
て
い
き

ま
し
た
。「
教
科
書
に
は
載
っ
て
い

な
い
こ
と
も
、
自
分
で
勉
強
す
れ

ば
分
か
る
か
も
し
れ
な
い
」。
そ
ん

な
探
究
心
か
ら
、
人
体
や
脳
に
対

す
る
興
味
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。

芝
浦
工
業
大
学
と
の
出
会
い

高
校
時
代
に
埼
玉
大
学
で
1
週

間
の
研
究
室
体
験
に
参
加
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、「
大
学
で
は
と

こ
と
ん
研
究
に
打
ち
込
み
た
い
」

と
考
え
、
視
覚
や
脳
機
能
に
関
す

る
研
究
室
が
あ
る
芝
浦
工
業
大
学

を
志
望
し
ま
し
た
。

学
部
4
年
生
か
ら
卒
業
研
究
に

取
り
組
み
、
そ
の
中
で
出
会
っ
た

の
が
視
覚
障
碍
者
の
歩
行
支
援
に

関
す
る
テ
ー
マ
で
す
。
具
体
的
に

は
、微
弱
な
電
気
刺
激
を
与
え
、光

が
見
え
た
よ
う
に
感
じ
さ
せ
る「
眼

内
閃
光
」
と
い
う
現
象
を
活
用
す

る
研
究
で
、
こ
の
テ
ー
マ
は
今
も

私
の
研
究
の
軸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

博
士
課
程
への
挑
戦
と

そ
の
魅
力

博
士
課
程
に
進
む
と
決
め
た
理

由
は
、
単
純
に
「
ま
だ
ま
だ
解
き

明
か
し
た
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
」

で
す
。
視
神
経
に
電
気
信
号
を
送

る
こ
と
で
見
え
な
い
世
界
を
可
視

化
す
る
研
究
に
は
奥
深
さ
が
あ
り
、

自
分
が
納
得
で
き
る
ま
で
追
究
す

る
に
は
博
士
課
程
へ
の
進
学
が
必

要
で
し
た
。
学
費
や
将
来
へ
の
不

安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
芝
浦
工
業

大
学
に
は
成
績
優
秀
者
向
け
の
授

業
料
減
免
制
度
や
校
友
会
か
ら
の

大
学
院
博
士
（
後
期
）
課
程
女
性

研
究
者
育
成
奨
学
金
、
国
際
学
会

参
加
費
支
援
な
ど
が
整
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
大
学
の
図
書
館
が
居

場
所
と
な
り
、
私
は
学
業
に
専
念

で
き
ま
し
た
。

芝
浦
工
業
大
学
で
広
が
っ
た

世
界
と
多
様
な
経
験

修
士
課
程
で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

王
立
工
科
大
学
（
K
T
H
）
に
半

年
間
留
学
し
、「
自
分
の
意
見
と
同

様
に
他
者
の
意
見
も
尊
重
す
る
」

と
い
う
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
考

え
方
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
教
職
員
の
方
々
と
参

加
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
や

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦

が
で
き
た
こ
と
も
芝
浦
工
業
大
学

だ
か
ら
こ
そ
。
そ
の
一
つ
ひ
と
つ

が
、
今
の
私
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

博
士
課
程
を

考
え
て
い
る
方
へ

も
し
博
士
課
程
に
進
も
う
か
悩

ん
で
い
る
人
が
い
た
ら
、
私
は
迷

わ
ず
「
挑
戦
し
て
み
て
ほ
し
い
」

と
伝
え
た
い
で
す
。
芝
浦
工
業
大

学
に
は
挑
戦
す
る
人
を
支
え
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
経
済
面
で
迷
っ

て
い
る
方
に
も
「
今
は
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
」
と

言
え
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
ら
し

く
成
長
で
き
る
博
士
課
程
に
は
、

新
た
な
発
見
や
出
会
い
が
き
っ
と

待
っ
て
い
ま
す
。

見
え
な
い
世
界
に
光
を 

～
芝
浦
工
業
大
学
で
広
が
る
研
究
の
可
能
性
～

学会での発表の様子 上岡研究室での集合写真スウェーデンでの留学の様子 高校時代の実験写真

金
丸 

真
奈
美 
助
教（
工
学
部
）

理
工
学
研
究
科 

博
士
（
後
期
）
課
程 

機
能
制
御
シ
ス
テ
ム
専
攻 

2
0
2
1
年
修
了
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95％

96％

97％

98％

99％

100％

 （2025） 2024 2023 2022 2021 2020 2019

97.3%

97.1% 97.2%

98.9%

99.3%
99.6%
99.99%（2027年）

99.3%

＋1.7pt

＋0.4pt

就職率 -就職者 /卒業生 - 院進学生 - 就職意思なし（進学・病気など）

25％

30％

35％

40％

45％

50％

55％

60％

 （2025） 2024 2023 2022 2021 2020 2019

30.2%

37.9%
38.2%

＋6.3pt

44.5%
47.9%

60%（2027年）

49.0%

＋3.4pt
＋1.1pt

特 集 3
2
0
2
4
年
度
卒
業
生　

就
職
結
果
報
告

2
0
2
4
年
度
卒
業
生
の
大
学
全
体
の
就
職
率
※
１

は
99
・
3
％
と
、
前
年
度
ま
で
の
高
水
準
を
維
持
し
ま

し
た
。
有
名
企
業
4
0
0
社
※
２
へ
の
就
職
率
は
、
昨

年
比
+

5.1‌

pt
の
41
・
2
％
。
創
立
1
0
0
周
年
目
標

と
し
て
掲
げ
て
い
た
40
％
以
上
を
2
年
前
倒
し
て
達
成

し
ま
し
た
。
有
名
企
業
4
0
0
社
を
含
む
大
企
業
へ

の
就
職
で
は
、
大
学
院
生
優
位
な
傾
向
が
顕
著
で
す
。

大
学
院
進
学
率
は
前
年
比
+

3.4‌
pt
の
49
・
0
％
を
記

録
し
ま
し
た
。

ま
た
、
女
子
学
生
の
就
職
率
で
は
、
前
年
度
学
部

卒
で
1
0
0
％
を
達
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
学
部
卒
・

大
学
院
卒
（
修
士
課
程
）
を
含
め
た
全
学
で
1
0
0
％

を
達
成
し
ま
し
た
。
理
工
系
分
野
に
お
け
る
女
性
人
材

の
活
躍
へ
の
期
待
が
高
ま
る
中
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の

高
い
キ
ャ
リ
ア
意
識
と
教
職
員
に
よ
る
き
め
細
や
か
な

支
援
が
、
成
果
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

就
職
先
上
位
企
業
・
団
体
を
見
る
と
、
幅
広
い
業

界
の
有
名
企
業
に
就
職
し
て
い
る
状
況
が
伺
え
ま
す
。

業
種
別
で
は
、
電
気
機
器
・
電
子
、
サ
ー
ビ
ス
、
機

械
・
機
器
が
今
年
も
続
伸
傾
向
で
、
鉄
道
は
前
年
比
＋

2
4
6
％
の
32
人
、
建
設
は
前
年
比
＋
1
5
4
％
の

42
人
と
有
名
企
業
4
0
0
社
就
職
率
を
牽
引
し
ま
し

た
。東

京
都
職
員
採
用
合
格
者
は
技
術
職
合
格
者
全
体

の
約
1
割
と
な
る
33
人
を
記
録
。
元
公
務
員
の
本
学

卒
業
生
に
よ
る
指
導
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
公
務

員
志
望
の
学
生
が
質
の
高
い
指
導
を
い
つ
で
も
受
け
ら

れ
る
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

■就職率

■大学院進学率

96%

97%

98%

99%

100%

 2024 2023 2022 2021

97.8%

99.3% 99.7%

100.0%

■女子学生就職率

20％

25％

30％

35％

40％

45％

 （2025） 2024 2023 2022 2021 2020 2019

33.0%

27.5%

25.3%

32.8%

36.1%

43.0%
45.0%（2027年）

41.2%

＋7.5pt

＋3.3pt

＋5.1pt

■有名企業400社就職率

2
0
2
5
年
7
月
29
日
、
株
式

会
社
大
学
通
信
に
よ
る「
2
0
2
5

年
度
有
名
企
業
4
0
0
社
実
就
職

率
ラ
ン
キ
ン
グ
」
が
公
表
さ
れ
、
芝

浦
工
業
大
学
が
全
国
の
私
立
大
学

で
3
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
し
た
。

昨
年
の
4
位
か
ら
一
つ
順
位
を
上
げ

て
い
ま
す
。

「
2
0
2
5
年
度

有
名
企
業
4
0
0
社

実
就
職
率
ラ
ン
キ
ン
グ
」

全
国
私
大
3
位

※（単年度）卒業生数1,000人以上の私立大学。

順位 大学名 400社
実就職率（％）

1 慶應義塾大学 46.7
2 東京理科大学 43.6
3 芝浦工業大学 41.2
4 早稲田大学 39.1
5 上智大学 35.0
6 同志社大学 33.0
7 明治大学 32.0

　　  ３　　芝浦工業大学　　　　41.2
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在学生の就職活動をご支援い
ただける卒業生の方を募集して
います。ご興味のある方は、就
職・キャリア支援部�  

（career@ow.shibaura-it.ac.jp）
までご連絡ください。

就活サポーター募集中！

※
１　
就
職
率
：
就
職
希
望
者

に
対
す
る
就
職
し
た
者
の
割
合

（
就
職
者
数
／
卒
業
生-

進
学
者

数-

就
職
意
思
な
し
）。

※
２　
有
名
企
業
4
0
0
社
：

大
学
通
信
社
が
、
日
経
平
均
株
価

指
数
の
採
用
銘
柄
・
会
社
規
模
・

知
名
度
・
大
学
生
の
人
気
企
業
ラ

ン
ク
な
ど
を
参
考
に
選
定
し
た

4
0
0
社
の
こ
と
。

学科・専攻内訳 合格者数
大学院 社会基盤学専攻 １人
同 建築学専攻 １人
工学部 土木工学科 2１人
同 電気工学科 １人
デザイン工学部 3人
建築学部 6人

技術職 内訳 合格者数
建築 7人
土木 22人
機械 １人
電気 3人

■東京都職員採用合格者 学科・専攻内訳／技術職内訳

就職先 人数 うち女子

三菱電機株式会社 26人 5人

本田技研工業株式会社 23人

大和ハウス工業株式会社 20人 8人

日本電気株式会社 18人 2人

清水建設株式会社 16人 5人

東京都 16人 6人

日産自動車株式会社 13人 4人

富士通株式会社 13人 3人

就職先 人数 うち女子

大成建設株式会社 13人 1人

東海旅客鉄道株式会社 13人 1人

東日本旅客鉄道株式会社 12人 1人
株式会社
ＮＴＴデータグループ 12人 3人

ＮＥＣソリューション
イノベータ株式会社 11人 2人

トヨタ自動車株式会社 10人 2人

株式会社日立製作所 10人 3人

就職先 人数 うち女子

株式会社竹中工務店 10人 1人

積水ハウス株式会社 9人

株式会社大林組 9人

東京エレクトロン株式会社 9人

ＴＤＫ株式会社 9人

株式会社日本総合研究所 9人 1人

■就職先上位企業・団体ランキング
学部卒＋大学院修了

学部卒
就職先 人数 うち女子

三菱電機株式会社 16人 3人

東京都 14人 5人

東海旅客鉄道株式会社 10人 1人

日本電気株式会社 9人 1人

富士通株式会社 9人 2人

大和ハウス工業株式会社 9人 4人
ＮＥＣソリューション
イノベータ株式会社 7人 2人

大成建設株式会社 7人 　
キヤノンマーケティング
ジャパン株式会社 7人 2人

就職先 人数 うち女子

ＳＣＳＫ株式会社 7人 1人

東日本旅客鉄道株式会社 6人 1人

清水建設株式会社 6人 1人

本田技研工業株式会社 6人 　

日本コムシス株式会社 6人 1人

東京都特別区 6人 4人

日産自動車株式会社 5人 2人
株式会社
ＮＴＴデータグループ 5人 2人

積水ハウス株式会社 5人

就職先 人数 うち女子

鹿島建設株式会社 5人 　

株式会社ＬＩＸＩＬ 5人 2人

株式会社大林組 5人 　
株式会社
長谷工コーポレーション 5人 　

富士ソフト株式会社 5人 　

ＴＩＳ株式会社 5人 1人

株式会社アルファシステムズ 5人 　
キヤノンＩＴ
ソリューションズ株式会社 5人 1人

ポラス株式会社 5人 2人

直
近
の
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支

援
部
が
実
施
し
た
満
足
度

（Graduates Satisfaction

）

調
査
で
は
、
進
路
・
キ
ャ
リ
ア

支
援
体
制
に
対
す
る
満
足
度

は
、
進
路
満
足
度
が
前
年
比

+
1.0‌

pt
の
90
・
7
％
、
キ
ャ
リ

ア
支
援
体
制
満
足
度
が
前
年
比

+
1.8‌

pt
の
91
・
2
％
と
続
伸

し
、
い
ず
れ
も
過
去
6
年
間
で

の
最
高
値
を
達
成
し
ま
し
た
。

質
の
高
い
支
援
に
よ
り
、
学
生

が
納
得
す
る
進
路
の
実
現
を
具

現
化
し
て
い
ま
す
。

充
実
の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
体
制

・�

年
間
1
0
0
以
上
の
就
活
イ

ベン
ト
を
開
催

・�

企
業
・
工
場
見
学
で
1
年
次

か
ら
将
来
を
意
識

・�

独
自
の
就
活
支
援
シ
ス
テ
ム

「
C
A
S
T
」
で
就
職
活
動
を

支
援

・�

い
つ
で
も
個
別
相
談
で
き
る

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

常
駐

過
去
最
高
の
卒
業
生
満
足
度

 2024 2023 2022 2021 2020 2019  2024 2023 2022 2021 2020 2019

88.1％

9.8％
1.5％
0.6％

85.9％

11.7％
1.9％
0.5％

87.9％

9.9％
2.0％
0.3％

88.9％

9.5％
0.9％
0.7％

89.7％

9.0％
1.1％
0.2％

90.7％

7.8％

（＋1.0pt） （＋1.8pt）

1.2％
0.3％

77.7％
満足
ほぼ満足

不満

いずれでも
ない

やや不満
14.9％
4.9％

2.5％

84.2％

11.7％
3.4％
0.8％

86.0％

10.7％
2.7％
0.6％

87.7％

9.6％
1.8％
0.8％

89.5％

8.4％
1.8％
0.3％

91.2％

7.1％
1.1％
0.6％

■進路に満足していますか？ ■キャリア支援体制に満足していますか？

詳しい情報は
大学Webサイトから

キャリアサポート

2024年度：総回答数1,831件（回答率97.5％）
※表示は四捨五入のため、合計値が100％を超える（または下回る）ことがあります

2024年度：総回答数1,184件（回答率100.0％）
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創
立
者
有
元
史
郎
の
お
墓
は
、
池
上
本

門
寺
（
東
京
都
大
田
区
池
上
）
に
あ
る
。
墓

所
に
は
有
元
史
郎
の
功
績
を
讃
え
る
銘
板

が
設
置
さ
れ
、
墓
標
に
は
梅う
め
ば
ち

鉢
紋
の
家
紋
が

刻
ま
れ
、
墓
誌
に
は
有
元
史
郎
の
本
姓
※
と

諱い
み
なで

あ
る
「
菅
原
頼
忠
」
の
記
載
が
あ
る
。

梅
鉢
紋
は
、菅
原
道
真
公
ゆ
か
り
の
紋
章

で
あ
り
、
菅
原
道
真
公
を
御
祭
神
と
し
て
崇

拝
す
る
全
国
の
天
満
宮
で
も
用
い
ら
れ
て
お

り
、「
天
神
信
仰
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。

な
ぜ
、
墓
誌
に
『
菅
原
』
の
記
載
が
あ
る

の
か
。
家
紋
が
梅
鉢
紋
な
の
か
は
何
か
関
係

が
あ
る
の
か
。
弱
冠
30
歳
、東
京
帝
国
大
学

大
学
院
生
の
時
に
芝
浦
工
業
大
学
の
前
身

で
あ
る
東
京
高
等
工
商
学
校
を
設
立
し
た

有
元
史
郎
と
菅
原
道
真
公
の
関
係
を
探
っ

て
み
た
。

※�

「
本
来
の
姓
」
の
意
。
氏
（
同
族
血
縁
集
団
）
を

       

示
す
士
族
名
を
指
す
。

 

菅
原
道
真
公

菅
原
道
真
公（
8
4
5-

9
0
3
年
）は
、

平
安
時
代
の
学
者
、
詩
人
。
学
問
で
朝
廷

に
仕
え
る
家
系
に
生
ま
れ
、
幼
い
頃
よ
り
勉

学
に
励
み
33
歳
で
文も
ん
じ
ょ
う
は
か
せ

章
博
士
と
い
う
学
者

と
し
て
の
最
高
位
に
就
く
。
そ
の
後
も
数
々

の
役
職
を
歴
任
し
、最
終
的
に
は
宇
多
天
皇

の
絶
大
な
信
頼
を
得
て
、
学
者
と
し
て
は
異

例
の
右
大
臣
の
栄
位
を
極
め
る
が
、
そ
れ
を

妬
ん
だ
藤
原
時
平
の
策
謀
に
よ
り
い
わ
れ
の

な
い
罪
で
太
宰
府
に
左
遷
さ
れ
る
。
死
後

太
宰
府
天
満
宮
の
地
（
現
在
の
御
本
殿
）
に

埋
葬
さ
れ
、
天
神
さ
ま
、
学
問
の
神
と
し
て

祀
ら
れ
て
い
る
。

 

有
元
氏
系
譜

美み
ま
さ
か
か
ん
し

作
菅
氏
に
つ
い
て

美
作
国
（
岡
山
県
勝
田
郡
）
を
中
心
に

興
っ
た
美
作
の
国
の
氏
族
で
、
菅
原
道
真
公

の
流
れ
を
汲
む
血
縁
集
団
で
あ
る
。
菅
原

道
真
公
の
長
男
で
あ
る
菅
原
高
視
の
曾
孫

で
あ
る
菅
原
良
正
が
美
作
国
勝
田
郡
に
移

り
住
み
、
以
後
、
8
代
後
で
あ
る
満
祐
の
時

代
に
長
男
忠
勝（
有
元
氏
の
祖
、
美
作
菅
氏

の
嫡
流
）を
菅
家
党
の
惣
領
と
す
る
菅
氏
七

流
が
派
生
し
中
世
か
ら
武
士
団
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
。
七
流
と
は
有
元
氏
、
廣
戸

氏
、
福
光
氏
、
植
月
氏
、
原
田
氏
、
鷹
取

氏
、
江
見
氏
で
あ
る
。

有
元
氏
に
つ
い
て

岡
山
県
勝
田
郡
奈
義
町
中

島
周
辺
を
本
拠
と
し
、今
で
も

小
字
有
元
に
有
元
城
跡
が

残
っ
て
い
る
。
戦
国
時
代
尼

子
氏
侵
攻
の
際
に
野
に
伏
せ

る
が
1
6
0
3
年
の
津
山
藩

森
氏
入
国
時
に
美
作
平
定
を

助
け
、１
6
2
5
年
に
国
中
の

大
庄
屋
を
と
り
ま
と
め
る
大

庄
屋
頭
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

創立100周年
記念連載 2/10 菅原道真公と有元史郎

2027年11月に開催する創立100周年記念式典まで計10回の「創立100周年記念連載」を掲載しています。
第2回は、菅原道真公と創立者有元史郎の関係を紹介します。

（右）有元家墓標（東京都大田区池上本門寺）
（中央）墓誌
（左）家紋（梅鉢紋）

有元城跡（岡山県勝田郡奈義町）

銘板

菅原道真公
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有
元
史
郎
が
菅
原
道
真
公
を

敬
愛
し
て
い
た
理
由

（
有
元
史
郎
関
係
書
物
か
ら
見
た
考
察
）

少
年
大
日
本
史
第
13
巻 

菅
原
道
真

有
元
史
郎
は
、
著
書
『
少
年
大
日
本
史
第

13
巻　
菅
原
道
真（
1
9
3
7
年
東
京
建
設

社
発
行
）』
の
中
で
、
有
元
家
は
「
菅
公

三
十
八
代
の
後
裔
に
あ
た
る
」
と
あ
り
、
有

元
家
に
は
醍
醐
天
皇
よ
り
御
衣
を
賜
っ
た

際
に
佩
用
せ
ら
れ
た
天
國
の
直
刀
が
現
存
し

て
い
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
（
戦
災
に
よ
り

紛
失
）。
ま
た
、
巻
末
の
家
系
図
に
は
、
菅

原
道
真
公
の
長
男
高
視
が
有
元
家
の
祖
先

で
あ
る
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

故
有
元
史
郎
傳
記

死
後
発
行
さ
れ
た
『
故
有
元
史
郎
傳
記

（
1
9
4
0
年
有
元
伝
記
編
纂
所
発
行
）』の

中
で
伝
記
編
集
責
任
者
松
尾
小
三
郎

（
1
8
7
3
年
生
、
日
本
海
事
組
合
常
務
理

事
、
菅
公
精
神
普
及
会
）
は
「
有
元
君
に

会
っ
た
の
は
昭
和
12
年
の
春
頃
で
会
長
侯

爵
一
条
実
孝
閣
下
の
菅
公
会
の
た
め
に
雑

誌
『
菅
公
』
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ
の
時

だ
っ
た
。」
と
あ
る
。
伝
記
内
の
「
家
系
並

祖
先
」
で
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
か
ら
も
当

時
、
有
元
史
郎
は
菅
原
家
の
流
れ
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
菅
原
道
真
公
を
崇
拝
し
て
い

た
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
「
家
系
並

祖
先
」
の
文
末
に
は
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

「
菅
家
同
族
中
、
作
州
墳
墓
の
地
を
離
る

る
の
已
む
無
な
き
者
二
三
に
止
ま
ら
ず
、
備

中
に
隠
れ
た
る
者
に
有
元
一
家
が
あ
る
。
中

に
有
元
萬
右
衛
門
頼
正
の
子
周
助
家
忠
氏

に
至
り
、
備
中
連
島（
現
在
の
岡
山
県
倉
敷

市
連
島
町
）
よ
り
移
り
て
備
後
尾
道
（
現
在

の
広
島
県
尾
道
市
）に
居
住
せ
り
、
是
れ
實

に
君
が
五
代
の
祖
で
あ
る
。」

有
元
史
郎
の
先
祖
は
岡
山
県
勝
田
か
ら

倉
敷
を
経
て
尾
道
に
移
り
住
ん
で
い
た
と
の

こ
と
だ
が
、
実
家
の
家
業
は
船
具
商
、
貿
易

商
で
あ
っ
た
と
あ
る
の
で
、
船
業
が
盛
ん
な

倉
敷
、
尾
道
へ
の
変
遷
は
納
得
が
い
く
。

以
上
に
よ
り
、芝
浦
工
業
大
学
創
立
者
で

あ
る
有
元
史
郎
は
菅
原
道
真
公
の
末
裔
を

自
覚
し
幼
少
よ
り
学
業
を
志
し
、
教
育
者
の

道
を
進
ん
で
い
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

崇
拝
す
る
菅
原
道
真
公
が
、
京
の
都
で
菅
家

廊
下
と
い
わ
れ
た
私
塾
で
講
義
を
お
こ
な
っ

て
い
た
故
事
か
ら
も
、
自
身
も
学
校
創
り
を

志
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後
も
調

査
を
継
続
し
て
行
い
た
い
。

文
責
：�

経
営
戦
略
室
（
創
立
1
0
0
周
年
記
念
事

業
・
編
纂
担
当
）
鈴
木
健
一

【
参
考
】
有
元
史
郎
（
1
9
3
7
年
）『
少
年
大
日
本

史
第
13
巻　
菅
原
道
真
』
東
京
建
設
社
／
松
尾
小
三

郎
編
（
1
9
3
9
年
）『
故
有
元
史
郎
傳
記
』
有
元

伝
記
編
纂
所
／
大
倉
直
（
2
0
2
4
年
）『
有
元
史

郎
と
芝
浦
工
業
大
学
日
本
近
代
化
の
夢
を
信
じ
た
工

学
者
た
ち
』
小
松
書
館
／
広
島
県
尾
道
市
図
書
館
所

蔵
文
献
／
岡
山
県
津
山
市
図
書
館
所
蔵
文
献
／
太

宰
府
天
満
宮
／
尾
道
市
海
福
寺
／

W
i
k
i
p
e
d
i
a
（
美
作
菅
氏
、
有
元
氏
）

（右）菅原道真（少年大日本史第13巻1937年著）
（左）当時有元家で所蔵していた品々

（右）家紋（梅鉢紋）
（左）有元家墓標（広島県尾道市海福寺）

第4回建築家展（藤本壮介展）
～太宰府天満宮仮殿の軌跡～
2025年9月26日（金）～10月26日（日）
10:00〜17:00（最終入場16：30）
入場無料・限定『ブックレット』贈呈
芝浦工業大学　豊洲キャンパス
有元史郎記念校友会館交流プラザ
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二
酸
化
炭
素
を
増
や
さ
な
い
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
用
ヒ
ー

タ
ー
や
燃
料
消
費
の
少
な
い
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
の
制
御
な

ど
、環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
シ
ス
テ
ム
は
、賢
く“
制
御
”

し
な
い
と
そ
の
性
能
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
は
で
き

な
い
。伊
藤
和
寿
教
授
が
主
催
す
る
環
境
シ
ス
テ
ム
制
御

研
究
室
は
、数
学
を
武
器
に
環
境
制
御
の
仕
方
を
徹
底
的

に
考
え
、実
験
に
よ
り
検
証
し
て
い
る
。

m i c  C o l u m n

熟
練
農
業
従
事
者
の

知
恵
と
経
験
を
数
式
に
落
と
し
込
み

先
端
制
御
理
論
と
融
合
さ
せ
て

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
の
環
境
を

機
械
に
よ
っ
て
“
制
御
”
す
る

システム理工学部／
環境システム制御研究室

伊藤 和寿  教授

1969年長野県上田市生まれ。1993年上智大学
理工学部機械工学科を卒業、同大学大学院博士
前期課程修了後、株式会社小松製作所に勤務。
2001年上智大学で学位（博士(工学)）を取得。同
大学助教、講師を経て2007年鳥取大学准教授、
2009年より本学機械制御システム学科に勤務。
2022年より1年間ラクイラ大学（イタリア）客員教
授。専門分野は、適応制御理論、最適制御理論、デ
ータ駆動制御。現在は農業システム制御、フルー
ドパワーシステムの高精度制御と省エネルギー化
への応用を進めている。

P
R

O
F
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E
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あ
る
シ
ス
テ
ム
が
社
会
に
実
装
さ
れ
、
な
ん
ら
か
の
効
果
を
上
げ

た
時
、
そ
れ
が
本
当
に
私
た
ち
の
社
会
を
豊
か
に
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
評
価
す
る
に
は
、
周
囲
の
環
境
へ
の
影
響
も
視
野
に
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
極
め
て
重
要
な
観
点
で
あ
り
、
伊
藤
教
授

が
専
門
と
し
て
い
る
“
環
境
制
御
”
の
根
幹
を
な
す
考
え
方
で
あ
る
。

そ
の
研
究
の
具
体
例
と
し
て
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
環
境
制
御
が
挙

げ
ら
れ
る
。

「
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
栽
培
す
る
作
物
の
収
量
を
最
大
化
す
る
た
め

に
は
、
温
度
と
湿
度
（
空
気
中
の
水
蒸
気
量
）
は
言
う
に
及
ば
ず
、

光
合
成
に
必
要
な
二
酸
化
炭
素
量
と
日
射
量
、
さ
ら
に
は
肥
料
の
度

合
い
な
ど
を
総
合
的
に
制
御
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

重
油
を
燃
料
と
す
る
ヒ
ー
タ
ー
は
大
量
の
二
酸
化
炭
素
を
放
出
す
る

上
に
、
原
油
価
格
が
高
騰
す
れ
ば
燃
料
費
も
跳
ね
上
が
る
。
よ
っ
て
、

重
油
に
代
わ
っ
て
バ
イ
オ
マ
ス
を
燃
料
に
用
い
る
動
き
が
か
な
り
前

か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
性
質
は
薪
と
ほ
ぼ

同
じ
で
す
。
着
火
し
て
か
ら
温
度
が
上
が
り
始
め
る
ま
で
10
〜
20
分

か
か
り
、
か
つ
炉
内
の
燃
料
が
燃
え
切
っ
た
あ
と
で
よ
う
や
く
ヒ
ー

タ
ー
か
ら
暖
気
の
供
給
が
止
ま
る
の
で
、
温
度
の
上
が
り
過
ぎ
や
下

が
り
過
ぎ
と
い
う
問
題
が
頻
繁
に
起
き
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
て
そ
の

日
の
気
温
、
湿
度
、
天
気
の
影
響
も
大
き
く
受
け
ま
す
」

こ
れ
を
制
御
工
学
の
力
で
な
ん
と
か
で
き
な
い
か
と
考
え
た
伊
藤

教
授
は
、
ま
ず
は
実
際
に
農
家
で
施
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

を
見
学
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
と
こ
ろ
、
特
に
熟
練
の
、
換
言
す
れ

ば
高
齢
の
農
業
従
事
者
た
ち
が
行
な
っ
て
い
る
日
々
の
作
業
が
不
思

“
職
人
の
勘
”
を
工
学
に
よ
っ
て 

機
械
化
、
数
値
化
す
る

S I T  A c a d e
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議
に
見
え
た
と
い
う
。

「
彼
ら
が
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
の
天
窓
を
開
け
た

り
、
ヒ
ー
タ
ー
や
加
湿

器
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

た
り
す
る
際
の
判
断
は
、

彼
ら
自
身
の
中
に
蓄
え

ら
れ
た
知
恵
や
経
験
に

基
づ
い
て
お
り
、
言
葉

で
説
明
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ゆ
え

に
我
々
に
は
そ
の
判
断

基
準
が
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
仮
に
こ
の
“
職
人
の
勘
”

の
よ
う
な
も
の
を
工
学
に
よ
っ
て
機
械
化
、
数
値
化
で
き
れ
ば
、
若
者
の

農
業
参
入
や
熟
練
者
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な

い
。
結
果
、
誰
も
が
参
入
し
や
す
い
開
か
れ
た
市
場
の
形
成
に
至
れ
ば
社

会
的
に
も
大
き
な
意
味
を
持
ち
ま
す
し
、
こ
う
し
た
分
野
に
こ
そ
制
御
工

学
は
深
く
関
与
す
べ
き
だ
と
考
え
、
我
々
の
研
究
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
」

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
環
境
制
御
は
、
現
在
の
日
本
の
食
料
自
給
率
に
目

を
向
け
る
こ
と
で
、
よ
り
差
し
迫
っ
た
問
題
と
し
て
実
感
で
き
る
だ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
40
％
弱
、
生
産
額
ベ
ー
ス
で
60
％
強
と
い

う
状
況
下
で
は
、
作
物
を
効
率
的
に
育
成
し
、
か
つ
安
定
的
に
供
給
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
作
物
の
安
定
供
給
に
関
し
て
は
、
1
年

を
通
し
て
野
菜
や
果
物
を
栽
培
で
き
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
非
常
に
重
要

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

「
工
業
大
学
で
農
業
に
関
わ
る
研
究
を
行
う
の
は
珍
し
い
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
学
生
た
ち
が
農
業
に
触
れ
る
き
っ
か
け
を
作
り
た
か
っ
た
。

そ
れ
も
、
研
究
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
も
う
一
つ
の
動
機
と
し
て
あ
り
ま
し

た
。
自
分
た
ち
が
食
べ
て
い
る
も
の
は
誰
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ

て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
は
、
食
育
や
食
料
安
全
保
障
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
に
も
な
り
得
ま
す
」

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
環
境
制
御
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
伊
藤
教
授
は
二

つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
て
い
る
。
一
つ
は
プ
ロ
の
農
家
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
化
（
手
順
化
）
す
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
内
に
お
け
る
温
度
と
湿
度
の
変
化
を
数
学
モ
デ
ル
で
表
現
す
る
こ
と

だ
。
将
来
は
こ
れ
ら
の
融
合
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
語
る
。

「
夜
間
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
環
境
制
御
で
は
温
度
と
湿
度
の
制
御
が
も
っ

と
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
御
に
は
ヒ
ー
タ
ー
と
加
湿
器
と
い

う
二
つ
の
装
置
を
組
み
合
わ
せ
て
用
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
い
ず
れ

の
装
置
も
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
か
切
る
か
と
い
う
二
つ
の
選
択
肢
し
か
な

く
、
エ
ア
コ
ン
の
よ
う
な
繊
細
な
設
定
は
で
き
ま
せ
ん
。
ゆ
え
に
、
こ
の

オ
ン
／
オ
フ
の
選
択
に
は
熟
練
者
の
経
験
値
が
必
要
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ

こ
で
我
々
は
、
ど
の
よ
う
に
ヒ
ー
タ
ー
と
加
湿
器
を
運
転
す
る
と
、
ど
の

よ
う
な
温
度
と
湿
度
に
な
る
か
を
数
式
で
表
す
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

そ
の
数
式
が
十
分
に
温
度
と
湿
度
の
特
性
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
未
来
に
お
け
る
変
化
を
先
読
み
し
て
オ
ン
／
オ
フ
を
選
択

で
き
、
よ
り
効
率
的
な
制
御
が
可
能
に
な
る
か
ら
で
す
。
こ
の
未
来
予
測

未
来
を
先
読
み
し
て

装
置
の
オ
ン
／
オ
フ
を
選
択
す
る

m i c  C o l u m n
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を
し
な
が
ら
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
の
環
境
を
制
御
す
る
と
い
う
理
論
（
モ

デ
ル
予
測
制
御
）
を
使
っ
た
手
法
は
、
特
許
の
取
得
に
結
び
つ
き
ま
し
た
」

伊
藤
教
授
の
研
究
領
域
は
環
境
制
御
以
外
に
も
多
岐
に
わ
た
る
が
、
そ

れ
ら
に
共
通
し
て
い
る
の
は
「
数
式
で
表
す
こ
と
」、
つ
ま
り
数
学
的
な
思

考
が
基
盤
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
い
う
。

「
私
の
研
究
は
、
す
べ
て
“
シ
ス
テ
ム
”
と
い
う
概
念
で
一
般
化
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
と
は
、
我
々
が
与
え
た
原
因
（
入
力
）
か
ら

ど
の
よ
う
な
結
果
（
出
力
）
が
得
ら
れ
る
の
か
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
因
果

率
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
環
境
制
御
で
あ
れ
ば
、
ヒ
ー

タ
ー
や
加
湿
器
の
運
転
が
入
力
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

内
環
境
の
変
化
が
出
力
に
当
た
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル

の
制
御
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、
水
道

水
で
駆
動
す
る
人
工
筋
の
制
御
や
音

で
音
を
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
研
究
も
、

与
え
た
原
因
と
得
ら
れ
た
結
果
と
い

う
数
学
的
な
考
え
方
で
統
一
的
に
捉

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
非

常
に
面
白
く
、
ま
た
そ
れ
ら
の
特
性

が
統
一
的
に
数
式
で
表
せ
る
こ
と
自

体
が
不
思
議
で
も
あ
り
ま
す
」

自
ら
の
研
究
を
面
白
が
る
ス
タ
ン
ス

は
、自
身
が
主
宰
す
る
環

境
シ
ス
テ
ム
制
御
研
究

室
の
方
針
に
も
表
れ
て

い
る
。

「
我
々
の
研
究
室
で

は
、
必
ず
理
論
か
ら
出

発
し
、
そ
の
理
論
が
実

用
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ

セ
ス
を
研
究
室
メ
ン

バ
ー
み
ん
な
で
お
互
い

に
楽
し
む
こ
と
に
重
き

を
置
い
て
い
ま
す
。
工

学
の
世
界
で
は
ニ
ー
ズ
か
ら
入
る
、
つ
ま
り
『
こ
う
い
う
課
題
が
あ
る
の

で
、
解
決
策
を
導
き
ま
し
ょ
う
』
と
い
う
考
え
方
で
研
究
を
行
う
研
究
者

も
多
く
い
ま
す
。
し
か
し
我
々
は
、
ま
ず
新
た
な
理
論
を
提
案
し
、
そ
の

中
で
好
ま
し
い
結
果
が
出
そ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
応
用
へ
と
向
か
い
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
具
体
的
に
数
値
検
討
を
進
め
、
実
際
に
使
っ

て
み
て
ど
れ
ほ
ど
の
効
果
、
も
し
く
は
低
い
環
境
負
荷
の
シ
ス
テ
ム
が
提

案
で
き
た
の
か
を
検
証
す
る
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
で
研
究
を
行
い
ま
す
。
こ

の
理
論
か
ら
応
用
へ
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
を
忘
れ
ず
に
、
よ
り
社
会
に
役
に

立
つ
よ
う
な
も
の
を
提
案
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
企
業
で
は
な
か
な
か
難
し
い
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
こ
そ
が
大
学

が
取
る
べ
き
意
義
の
あ
る
方
向
の
筈
で
す
」
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卒 業 生 の 今

しばうら

私
が
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

い
う
職
業
の
方
と
初
め
て
お
会
い
し
た
の

は
、
高
校
３
年
生
の
時
。
地
元
の
和
歌
山

県
有
田
川
町
が
米
国
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
の

ま
ち
づ
く
り
を
参
考
に
し
よ
う
と
視
察
団
を

送
っ
た
際
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
キ
ー
マ
ン

だ
っ
た
父
に
現
地
へ
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
当
時
は
、
建

築
と
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
の
違
い
が

よ
く
分
か
ら
な
い
ま
ま
興
味
を
か
き
た
て
ら

れ
、
建
築
学
を
学
べ
る
大
学
を
探
し
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
に
行
き
ま
し
た
が
、
芝
浦
工
大
は
展
示

内
容
が
素
敵
だ
っ
た
こ
と
、
建
築
学
科
か
ら

建
築
学
部
へ
と
移
行
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
新

た
に
A
P
（
先
進
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ

イ
ン
）
コ
ー
ス
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
か

入
学
後
に
待
っ
て
い
た

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
の
出
会
い

ら
、
芝
浦
工
大
を
選
び
ま
し
た
。

A
P
コ
ー
ス
で
は
、
建
築
に
よ
る
社
会

的
課
題
を
解
決
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指

し
て
、
実
践
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
が
多

く
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
入
学
後
、
ラ
ン
ド

ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
三
島
由
樹
さ
ん
が

非
常
勤
講
師
を
務
め
る
授
業
を
受
講
し
、

「
も
っ
と
知
り
た
い
！
」
と
自
分
か
ら
三
島

さ
ん
に
連
絡
を
入
れ
、
経
営
さ
れ
て
い
る
設

計
事
務
所
・
株
式
会
社
フ
ォ
ル
ク
で
イ
ン

タ
ー
ン
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
三
島

さ
ん
が
開
催
す
る
石
川
県
加
賀
市
と
の
ま

ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
P
L
U
S 

K
A
G
A
」
に
も
参
加
。
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
大
学
生
と
共
に
加
賀
市
の
地
域
課
題
を

考
え
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
提
案
す
る
活

動
を
大
学
院
修
了
ま
で
続
け
ま
し
た
。

ポートランド ( 高校時代 )

PLUS KAGA

地域の人々と共に「場所」をつくり、「文化」をつくる
ランドスケープデザイナーという職業

建築物だけでなく、周辺環境を生かし、街路や
広場、公園などもあわせて設計するランドスケー
プデザイナー。建築学部 AP（先進的プロジェ
クトデザイン）コース1期生の上野山波粋さん
は高校時代からランドスケープデザインに興味
を持ち、芝浦工業大学での学びを通じてその夢
をかなえた経歴の持ち主だ。

創立以来10万人を超える
芝浦工業大学の卒業生。
現在も日本はもとより 
世界各地で活躍しています。
エンジニアはもちろん、 
さまざまな方面で活躍する
卒業生を紹介します。

S
h
i
b
a
u
r
a
-
J
i
n

PROFILE

上野山 波粋さん
Naik i Uenoyama

株式会社フォルク 勤務
建築学部 建築学科 2021年3月卒業
理工学研究科 建築学専攻 
2023年3月修了
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大
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
目
白
押
し
で
し

た
。
1
年
次
の
「
熊
本
災
害
復
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
は
熊
本
地
震
の
被
災
者
に
お
話
を

伺
い
、
仮
設
住
宅
に
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
つ

く
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
が

お
ら
れ
る
こ
と
、
人
と
話
を
し
て
初
め
て
理

解
で
き
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
、
現
地
で
体
感

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

3
年
次
に
は
、
A
P
コ
ー
ス
の
授
業
の
一

環
で
協
定
校
で
あ
る
ロ
ー
マ
大
学
を
訪
問
、

2
週
間
に
わ
た
り
現
地
の
学
生
と
課
題
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
難
民
の
た
め

の
木
造
仮
設
住
宅
」。
自
然
災
害
に
よ
る
仮

設
住
宅
で
は
な
く
人
的
な
理
由
に
よ
る
仮
設

住
宅
で
あ
る
こ
と
が
新
鮮
で
、
対
象
地
を
現

地
調
査
に
行
き
、
課
題
を
発
見
し
て
設
計
ま

で
落
と
し
込
む
ス
タ
デ
ィ
で
し
た
。
現
地
学

生
と
の
プ
レ
ゼ
ン
で
は
互
い
の
ス
キ
ル
の
違

い
を
目
の
当
た
り
に
し
、
と
て
も
興
味
深
く

感
じ
ま
し
た
。
日
本
人
学
生
は
一
生
懸
命
模

型
を
つ
く
り
ま
す
が
、
イ
タ
リ
ア
人
学
生
は

模
型
づ
く
り
の
経
験
は
な
い
も
の
の
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
が
と
て
も
得
意
。
カ
ル

チ
ャ
ー
の
違
い
を
感
じ
る
貴
重
な
経
験
と
な

り
ま
し
た
。

大
学
院
1
年
次
に
は
、
江
東
区
と
の
共
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
豊
洲
の
公
園
に
駐
輪
ス

ペ
ー
ス
と
休
憩
ス
ペ
ー
ス
が
一
体
と
な
っ
た

「
チ
ャ
リ
ん
こ
テ
ラ
ス
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
メ
ン
バ
ー

を
ま
と
め
る
の
に
四
苦
八
苦
し
、
個
々
の
特

性
を
生
か
し
て
チ
ー
ム
作
業
を
進
め
る
難
し

さ
を
経
験
し
ま
し
た
。

大
学
院
修
了
後
、
長
ら
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
や
イ
ン
タ
ー
ン
で
お
世
話
に
な
っ
た
フ
ォ

ル
ク
に
入
社
し
ま
し
た
。
今
は
複
数
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
り
な
が
ら
、
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
設
計
や
地
域
の
人
々
と
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
。
世
田
谷
区
立
池

尻
中
学
校
跡
地
を
活
用
し
た
複
合
施
設

「H
O
M
E/W
O
RK VILLAG

E

」
に
も
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

就
職
先
を
決
め
る
前
、「
自
分
は
ど
ん
な

と
こ
ろ
で
働
き
た
い
の
か
」
確
認
す
る
た
め
、

建
築
設
計
事
務
所
や
組
織
設
計
事
務
所
な

ど
で
ア
ル
バ
イ
ト
や
イ
ン
タ
ー
ン
を
経
験
し
、

改
め
て
「
私
は
建
物
よ
り
も
周
辺
環
境
を
考

え
た
上
で
の
建
築
が
や
り
た
い
」
と
再
認
識

で
き
ま
し
た
。
フ
ォ
ル
ク
は
地
域
の
人
々
と

共
に
そ
の
場
所
を
つ
く
る
こ
と
で
地
域
に
文

化
を
つ
く
っ
て
い
る
よ
う
で
、
私
の
や
り
た

い
こ
と
と
フ
ィ
ッ
ト
し
て
い
ま
し
た
。

大
学
で
の
学
び
は
本
当
に
実
践
的
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
自
由
選
択
科
目
の
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
研
究
」
は
す
べ
て
履
修
し
ま
し
た

し
、
30
人
の
少
人
数
だ
っ
た
た
め
、「
設
計

演
習
」
や
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
」
で

は
全
員
が
毎
回
発
表
し
、
先
生
か
ら
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
っ
た

今
、
思
い
出
す
の
は
研
究
室
で
お
世
話
に

な
っ
た
山
代
悟
教
授
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
懐

か
し
く
も
新
し
い
未
来
を
つ
く
る
」
と
い
う

言
葉
で
す
。
大
学
院
１
年
次
の
都
市
木
造
の

授
業
で
教
わ
っ
た
言
葉
で
す
が
、
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
上
で
も
、
先
人

の
教
え
や
地
域
に
根
付
い
て
い
る
文
化
を
大

株
式
会
社
フ
ォ
ル
ク

2
0
1
5
年
創
業
。
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

デ
ザ
イ
ン
事
業
を
主
軸
と
し
て
場
や
環
境
の

デ
ザ
イ
ン
か
ら
、エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
環

境
教
育
、事
業
構
想
、行
政
計
画
な
ど
に
わ
た

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
全
国
各
地
で
取
り
組
む
。

多
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
し
て
学
ん
だ
こ
と

「
懐
か
し
く
も
新
し
い
未
来
を
つ
く
る
」

社
会
に
出
て
甦
る
恩
師
の
言
葉

熊本災害復興プロジェクト

切
に
し
た
上
で
新
し
い
空
間
を
考
え
ま
す
。

そ
の
時
こ
の
言
葉
が
い
つ
も
甦
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
大
学
に
進
学
さ
れ
る
高
校
生
の

皆
さ
ん
に
は
「
自
分
の
興
味
が
あ
る
道
へ
進

ん
だ
方
が
絶
対
に
よ
い
」
と
お
伝
え
し
た
い

で
す
。
学
生
は
自
由
に
な
る
時
間
が
社
会
人

よ
り
豊
富
で
す
。
そ
の
時
間
を
生
か
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
場
所
へ
行
き
、
い
ろ
い
ろ
な
も

の
を
見
て
く
だ
さ
い
。
A
P
コ
ー
ス
の
よ
う

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
数
多
く
あ
る
学
部
な

ら
、
ど
ん
ど
ん

参
加
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
多
様

な
人
々
と
会
話

し
、
自
分
自
身

で
体
感
し
た
こ

と
は
、
必
ず
将

来
に
生
き
て
き

ま
す
。

ワークショップの説明の様子
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イ
ン
タ
フ
ェ
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
、

三
嶋
さ
ん
は
「『
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
雰
囲

気
で
学
ぼ
う
』
を
テ
ー
マ
に
始
ま
っ
た
イ

ン
タ
フ
ェ
も
、
今
で
は
一
種
の
イ
ベ
ン
ト

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
の
新
た
な
課
題
や

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
引
き
継
が
れ
た
り
、

形
を
変
え
た
り
し
な
が
ら
、
柔
軟
に
進
化

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
展
望
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

教
室
を
飛
び
出
し
、

実
践
と
つ
な
が
る　

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
で
2
0
1
4
年
か
ら

続
く
授
業
外
の
自
主
学
習
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
イ
ン
タ
フ
ェ
」。
三
嶋
泰
生
さ
ん
と

冨
川
真
帆
さ
ん
は
、
リ
ー
ダ
ー
・
副
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
第
11
回
イ
ン
タ
フ
ェ
の
運

営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

イ
ン
タ
フ
ェ
は
「
も
っ
と
演
習
の
機

会
が
ほ
し
い
」
と
い
う
学
生
の
思
い
か

ら
始
ま
っ
た
企
画
で
、
3
年
生
の
希
望

者
を
対
象
と
し
た
学
生
主
導
の
デ
ザ
イ

ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
4
月
に
ス

タ
ー
ト
し
、
7
月
末
の
最
終
発
表
に
向

け
て
、
参
加
者
た
ち
は
毎
週
の
よ
う
に

土
曜
日
に
集
ま
り
準
備
を
行
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
編
成
で
は
異
な
る
分
野
の
学
生

が
混
ざ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
、
各
グ
ル
ー

プ
に
は
4
年
生
メ
ン
タ
ー
が
伴
走
。
中

間
・
最
終
発
表
に
は
現
役
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
活
躍
す
る
卒
業
生
ら
も
参
加
し
、
実

践
的
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
得
ら
れ
る
イ

ン
タ
フ
ェ
は
、
縦
・
横
の
つ
な
が
り
を
作

る
機
会
と
し
て
も
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
〇
〇
〇
〇
」。
並

ん
だ
4
つ
の
〇
か
ら
、
自
由
に
発
想
を
膨

ら
ま
せ
ま
す
。
イ
ン
タ
フ
ェ
で
は
、
ア
イ

デ
ア
ベ
ー
ス
で
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
お
り
、
授
業
で
主
に

行
う
「
課
題
解
決
型
」
で
は
な
く
、「
ア

イ
デ
ア
発
散
型
」
の
デ
ザ
イ
ン
提
案
を
経

験
し
ま
す
。
取
り
組
む
時
間
が
長
い
分
、

授
業
で
は
で
き
な
い
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ

に
挑
戦
で
き
る
の
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

自
ら
の
意
思
で

デ
ザ
イ
ン
と
向
き
合
う

リ
ー
ダ
ー
の
2
人
も
、
3
年
次
に
参
加

し
た
経
験
を
持
ち
ま
す
。「
2
年
生
の
12

月
か
ら
就
職
活
動
に
取
り
掛
か
る
中
で
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
経
験
の
少
な
さ
に
気
づ
き
、

も
っ
と
自
分
の
力
を
伸
ば
し
た
い
と
考

え
、
参
加
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
で
役
割
分

担
を
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
で
、
自
分
の

得
意
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
三
嶋
さ
ん
。
一
方
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な

る
こ
と
へ
の
不
安
か
ら
参
加
し
た
と
い

う
冨
川
さ
ん
は
「
4
か
月
と
い
う
長
い

間
、
授
業
の
よ
う
に
教
員
が
立
て
て
く

れ
た
道
筋
が
な
い
状
態
で
、
す
べ
て
自

分
た
ち
で
考
え
な
が
ら
や
り
切
る
経
験

を
通
し
て
、『
し
ん
ど
い
が
楽
し
い
』
と

学
べ
ま
し
た
」
と
い
い
、
実
際
来
年
4

月
か
ら
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
道
を

歩
み
始
め
る
予
定
で
す
。

本
気
の
4
か
月

成
績
に
関
係
な
い
、

活
躍
す
る
芝
浦
工
大
の
学
生
た
ち

ACTIVE
STUDENTS!

デザイン工学部 デザイン工学科 4年

三嶋 泰生さん 冨川 真帆さん

# デザイン工学部 # インタフェ
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「
組
織
力
」
で

1
部
リ
ー
グ
昇
格
を
目
指
す
！

や
研
究
に
真
面
目
に
取
り
組
ん
で
い
る

部
員
た
ち
で
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
理

系
ら
し
い
真
面
目
さ
が
プ
レ
ー
に
も
生

か
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

Q 

競
技
未
経
験
の
部
員
も
多
い
と
の

こ
と
で
す
が
？

部
員
53
人
の
う
ち
、
6
～
7
割
は
競

技
未
経
験
者
で
す
。
入
部
し
て
す
ぐ
は

基
礎
練
習
に
時
間
を
か
け
ま
す
。
3
か

月
ほ
ど
か
け
て
基
礎
を
固
め
、
そ
の
年

の
夏
に
は
実
践
的
な
動
き
が
で
き
る
レ

ベ
ル
ま
で
鍛
え
ま
す
。
練
習
の
様
子
は

毎
回
動
画
を
撮
影
し
、
上
級
生
が
個
別

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
で
早

期
戦
力
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
上
級
生

側
も
後
輩
た
ち
が
意
見
を
言
い
や
す
い

雰
囲
気
を
大
切
に
し
て
い
て
、
学
年
を

越
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
日
頃

か
ら
意
識
し
て
い
る
部
分
で
す
。

Q 

競
技
と
研
究
で
リ
ン
ク
す
る
点
は
？

「
忍
耐
力
・
根
気
強
さ
」
で
す
。
練
習

を
通
じ
て
継
続
的
に
も
の
ご
と
に
取
り

組
む
力
が
身
に
つ
き
、
実
験
や
課
題
で

思
い
ど
お
り
に
い
か
な
い
場
面
で
も
、
粘

り
強
く
取
り
組
む
姿
勢
に
結
び
つ
い
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
逆
に
、
日
々
の
研

究
で
は
、「
仮
説
を
立
て
て
検
証
す
る
」

こ
と
を
繰
り
返
す
の
で
、
ア
メ
フ
ト
の

プ
レ
ー
や
戦
術
を
分
析
し
、
改
善
す
る

こ
と
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q 

チ
ー
ム
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い

創
部
以
来
初
め
て
の
1
部
昇
格
が
目

標
で
す
。
昨
年
は
2
部
リ
ー
グ
で
同
率
4

位
と
健
闘
し
ま
し
た
が
、
入
れ
替
え
戦
に

は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
目
標
達
成
に
必

要
な
こ
と
は
、
や
は
り
「
組
織
力
」
の
向

上
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
個
の
力
で
は
限

界
が
あ
る
中
で
、
全
員
が
連
携
し
、
チ
ー

ム
と
し
て
勝
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
タ
レ
ン
ト
の
力
は
引
き
継
が
れ
ま

せ
ん
が
、「
組
織
力
」
は
後
輩
に
も
継
承

で
き
ま
す
。
長
く
強
い
チ
ー
ム
を
作
る
た

め
に
も
、
土
台
を
固
め
る
シ
ー
ズ
ン
に
し

た
い
で
す
。

芝
浦
工
業
大
学
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
「Fighting Engineers

」

は
、
2
0
0
8
年
創
部
の
若
い
チ
ー
ム

な
が
ら
、「
組
織
力
」
を
武
器
に
関
東
大

学
リ
ー
グ
1
部
昇
格
の
目
標
も
現
実
味

を
帯
び
て
き
て
い
る
。
昨
季
は
2
部

リ
ー
グ
で
同
率
4
位
。
あ
と
一
歩
で
入

れ
替
え
戦
を
逃
し
た
悔
し
さ
を
胸
に
、

新
シ
ー
ズ
ン
に
挑
む
。

Q 

芝
浦
工
大
で
ア
メ
フ
ト
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
？

高
校
で
は
野
球
部
に
所
属
し
て
い
て
、

大
学
で
も
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
入
学
当
時
は

コ
ロ
ナ
禍
だ
っ
た
の
で
、
新
入
生
勧
誘
も

あ
ま
り
活
発
で
は
な
く
、
そ
ん
な
中
で
も

ア
メ
フ
ト
部
は
活
気
が
あ
っ
て
、
そ
の
雰

囲
気
に
魅
か
れ
て
入
部
を
決
め
ま
し
た
。

Q 

チ
ー
ム
の
強
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い

「
最
後
ま
で
や
り
切
る
力
」
が
一
番
の

強
み
で
す
。
試
合
本
番
を
想
定
し
て
練

習
か
ら
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
こ
だ
わ
り
、

徹
底
的
に
や
る
と
い
う
意
識
が
チ
ー
ム

に
浸
透
し
て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
授
業

工学部 土木工学科 4年

松田 凛さん

＃アメリカンフットボール部 ＃主将

スポンサー募集中！
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芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。

芝
浦
工
業
大
学

創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
る

節
目
に
あ
た
り
、

創
立
者 

有
元
史
郎
の
眠
る

池
上
本
門
寺
墓
所
に

銘
板
を
設
置
し
ま
し
た

5
月
29
日
、本
学
の
創
立
者
で
あ
る
有
元
史
郎
が
眠

る
池
上
本
門
寺（
東
京
都
大
田
区
池
上
）境
内
で
、有
元

家
墓
所
に
設
置
し
た
銘
板
の
除
幕
式
を
執
り
行
い
ま
し

た
。銘
板
は
、有
元
史
郎
の
功
績
を
讃
え
る
も
の
で
す
。

式
に
は
有
元
家
の
皆
様
、鈴
見
理
事
長
、山
田
学
長
は

じ
め
本
学
関
係
者
が
列
席
し
、初
夏
を
感
じ
さ
せ
る
爽

や
か
な
風
が
吹
く
中
、２
年
後
の
2
0
2
7
年
に
迫
っ

た
創
立
1
0
0
周
年
、さ
ら
に
そ
の
先
に
向
け
て
本
学

の
発
展
に
努
め
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

学
校
法
人
芝
浦
工
業
大
学
基
本
規
定（
寄
附
行
為
）に
基

づ
き
、左
表
の
と
お
り
役
員
人
事
を
決
定
し
ま
し
た
。本
法

人
で
は
こ
れ
ま
で
、理
事
会
と
教
学
執
行
部
、附
属
併
設
校

が
一
体
と
な
り
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
推
進
、研
究
力
の
強
化
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
体
制
の
充
実
、教
育・研
究
施
設
の
整
備
な

ど
、着
実
に
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。2
0
2
7
年
に
迎

え
る
創
立
1
0
0
周
年
、ま
た
次
の
1
0
0
年
で
の
さ
ら

な
る
飛
躍
を
目
指
し
、鈴
見
理
事
長
の
も
と
、「
大
学
院
進

学
率
70
％
以
上
」「
有
名
企
業
4
0
0
社
※
へ
の
就
職
率

50
％
以
上
」「
女
子
学
生
の
比
率
を
30
％
以
上
」「
地
方
出
身

学
生
の
比
率
を
25
％
以
上
」と
い
っ
た
定
量
的
な
目
標
を

設
定
し
た
戦
略
的
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。詳
細
は
、左
の

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

学
校
法
人
芝
浦
工
業
大
学
の
新
理
事
会
が
発
足
し
ま
し
た

※
有
名
企
業
4
0
0
社
：
大
学
通
信
社
が
、
日
経

平
均
株
価
指
数
の
採
用
銘
柄
・
会
社
規
模
・
知
名

度
・
大
学
生
の
人
気
企
業
ラ
ン
ク
な
ど
を
参
考
に

選
定
し
た
4
0
0
社
の
こ
と
。

理事・監事 氏名 担当

理事長 鈴見 健夫 全体統括

学長
専務理事 山田 純 学長、学務統括・課外活動活性化担当

常務理事
代表業務執行理事 吉池 富士夫 入試・広報・高大接続担当

常務理事 野口 一也 財務担当、学事担当

常務理事 丁 龍鎮 事務局長、監査担当、100 周年記念事業
担当、経営戦略担当、危機管理担当

理事 西川 宏之 研究推進担当、産学官民連携・オープン
イノベーション担当

理事 中根 正義 併設中学・高等学校・中高大連携担当

理事 澤田 英行 キャンパス整備担当、SDGs 推進担当

理事 祖父江 一郎 総務担当、地域連携担当、DX 担当

理事 久保 ひとみ キャリアサポート・就職担当、
DE&I 推進担当

理事 加藤 善次郎 校友会・後援会担当、募金担当

理事 木村 雅一 グローバル推進担当、BCP 担当

監事 大江 功一

監事 飯島 敏春

監事 越智 文夫

再任した鈴見理事長 ▶
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大
学
院
理
工
学
研
究
科
の
阿
部
倉
周
斗
さ
ん
、稲
上
結
実

子
さ
ん
、鈴
木
大
翔
さ
ん（
い
ず
れ
も
修
士
課
程 

建
築
学
専

攻
1
年
）の
チ
ー
ム
が
、6
月
に
フ
ラ
ン
ス・リ
ヨ
ン
で
開
催

さ
れ
た
サ
ン
ゴ
バ
ン
国
際
学
生
建
築
コ
ン
テ
ス
ト

Architecture Student Contest

に
出
場
し
ま
し
た
。

世
界
33
か
国・地
域
か
ら
2
1
4
校
1
3
6
0
人
が
参
加

し
、リ
ヨ
ン
近
郊
の
2
か
所
に
お
け
る
新
築・リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
持
続
可
能
な
建
築
提
案
を
競
い
ま
し
た
。惜
し
く
も
受

賞
は
逃
し
ま
し
た
が
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
評
価
で
は
満

点
を
獲
得
。
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
で
培
っ
た
知
識
を
生
か

し
、建
築・都
市・環
境
を
総
合
的
に
捉
え
た
提
案
を
行
い
ま

し
た
。帰
国
し
た
阿
部
倉
さ
ん
ら
は「
世
界
中
の
学
生
と
の

議
論
を
通
じ
て
多
角
的
な
視
点
を
得
ら
れ
、日
本
ら
し
さ
や

課
題
も
再
認
識
で
き
た
。国
際
的
な
視
野
を
持
ち
、社
会
に

貢
献
す
る
建
築
人
材
を
目
指
し
た
い
」と
し
て
い
ま
す
。

同
チ
ー
ム
は
、4
月
に
行
わ
れ
た
日
本
大
会
で
1
位
と
な

り
、今
回
日
本
代
表
と
し
て
世
界
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

な
お
、日
本
大
会
で
は
別
の
チ
ー
ム
の
大
学
院
生
3
人
も
3

位
入
賞
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

学
生
が
サ
ン
ゴ
バ
ン
主
催
の
学
生
建
築
コ
ン
テ
ス
ト
世
界
大
会
に
出
場
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2027

」の
一
環
で
建
築
が
進
む
、新
校
舎
も
完
成
し
て
い
ま

す
。2
0
2
3
年
11
月
に
完
成
し
た
芝
生
広
場
で
は
、多
く

の
子
ど
も
や
来
場
者
の
方
が
く
つ
ろ
ぐ
姿
も
見
ら
れ
ま
し

た
。地
域
に
開
か
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
を
進
め
る
中
で
、

地
域
と
築
き
上
げ
て
き
た
大
宮
祭
の
伝
統
と
、新
し
い
キ
ャ

ン
パ
ス
整
備
計
画
の
相
乗
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

5
月
18
日
、大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
で
第
29
回
大
宮
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。大
宮
祭
は「
地
域
と
の
交
流
」を
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
た
学
園
祭
で
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は「Link
」。地
域
と
の
結
び
つ
き
を
よ

り
強
く
、よ
り
深
く
し
た
い
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。当
日
は
過
去
最
高
の
5
8
1
4
人（
の
べ
数
）が

来
場
し
、地
域
に
開
か
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
を
進
め
る

大
学
と
実
行
委
員
会
の
思
い
が
重
な
っ
た
、過
去
最
大
規

模
の
学
園
祭
と
な
り
ま
し
た
。小
さ
な
子
ど
も
連
れ
の
ご

家
族
や
小・
中
学
生
、高
齢
の
方
ま
で
年
齢・
性
別
を
問
わ

ず
、た
く
さ
ん
の
方
が
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

来
年
に
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
再
整
備
計
画「O-CAM

P 

芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。

芝
浦
工
業
大
学

第
29
回 

大
宮
祭
に
過
去
最
多
の
来
場
者
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女
子
高
校
生
対
象
ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催

6
月
7
日
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
、6
月
21
日
豊
洲
キ
ャ
ン
パ

ス
で
、女
子
高
校
生
対
象
ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開

催
し
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
、理
工
系
女
性
人
材
不
足
が
叫
ば
れ
る

昨
今
、女
子
生
徒
の
理
工
系
学
部
へ
の
関
心
を
高
め
る
施

策
の
一
つ
と
し
て
、2
0
2
2
年
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
両
キ
ャ
ン
パ
ス
合
わ
せ
て
、女
子
高
校
生
2
7
４

人・そ
の
保
護
者
２
２
０
人
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、大

学
概
要
説
明・座
談
会・キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。

座
談
会
で
は
、高
校
生
の
志
望
分
野
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
を

分
け
、そ
の
分
野
に
所
属
す
る
現
役
学
生
に
相
談
で
き
る
機

会
を
用
意
。ど
の
グ
ル
ー
プ
も
コ
ー
ス
ご
と
の
違
い
や
受
験

時
の
勉
強
法
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
保
ち
方
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
質
問
が
飛
び
交
い
、学
生
た
ち
は
自
身
の
経
験
を
も
と

に
親
身
に
な
っ
て
答
え
て
い
ま
し
た
。ま
た
、「
理
系
大
学
生

は
忙
し
い
の
で
は
」と
い
う
不
安
に
対
し
て
、部
活
動
や
サ
ー

ク
ル
、ア
ル
バ
イ
ト
と
い
っ
た
課
外
活
動
に
も
触
れ
な
が
ら
、

充
実
し
た
学
生
生
活
の
様
子
を
伝
え
る
姿
も
印
象
的
で
し
た
。

高
校
生
が
座
談
会
に
参
加
し
て
い
る
間
、保
護
者
の
方
に

は
、現
役
女
子
学
生
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
た
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
。理
工
系
へ
の
興
味・関
心
の
き
っ
か
け
や
大
学
受

験
に
際
し
た
親
子
の
関
わ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、女
子
学
生

の
リ
ア
ル
な
声
を
交
え
な
が
ら
、本
学
の
魅
力
や
学
び
の
環

境
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は「
大
学
生
の
リ
ア
ル
な
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、志
望
度
が
上
が
っ
た
」「
大
学
生
と
の
会
話
を
通
し

て
、不
安
に
感
じ
て
い
た
こ
と
が
解
消
さ
れ
た
」と
い
う
声

が
寄
せ
ら
れ
、理
工
系
進
学
へ
の
一
歩
を
後
押
し
す
る
有
意

義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。

芝
浦
工
業
大
学
附
属
中
学
高
等
学
校

5
月
31
日
、「
理
系
の
ヒ
ミ
ツ
を
発

見
！
校
長
が
語
る
未
来
へ
の
ヒ
ン
ト
＆
女

子
受
験
生
交
流
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
、女
子
生
徒
が
主
体

的
に
活
躍
す
る
姿
を
女
子
受
験
生
や
そ

の
保
護
者
に
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、本

校
で
の
学
校
生
活
を
具
体
的
に
イ
メ
ー

ジ
し
、志
望
度
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
小
学
校
6
年
生
と
そ
の
保

護
者
を
対
象
に
、定
員
60
組
で
参
加
者

を
募
集
し
ま
し
た
。
多
数
の
応
募
が
あ

り
、当
日
は
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
柴
田
校
長
に
よ
る
数
学

の
体
験
授
業
に
加
え
、生
徒
に
よ
る「
学
校

自
慢
」や「
S
H
I
B
A
U
R
A
ク
イ
ズ
」

な
ど
、バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
実
施
し
ま
し
た
。今
回
は
、学
校
の
広
報

活
動
を
応
援
す
る
有
志
団
体「
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
」の
女
子
生
徒
20
人
が
、司
会

進
行
か
ら
各
企
画
の
運
営
ま
で
を
担
当
し

ま
し
た
。交
流
会
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、受
験

生
が
実
際
の
学
校
生
活
に
つ
い
て
在
校
生

と
直
接
会
話
す
る
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

来
校
者
か
ら
は「
理
系・工
学
分
野
が
生
活

に
ど
う
結
び
つ
い
て
い
る
か
を
知
る
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
」「
生
徒
が
い
き
い
き

と
活
動
し
て
い
て
好
印
象
だ
っ
た
」な
ど
、

多
く
の
好
意
的
な
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
を
担
当
し
た
渡
辺
先
生
は
、

「
本
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
、明
る
く

活
躍
す
る
本
校
の
女
子
生
徒
の
姿
が
、

参
加
し
た
受
験

生
に
と
っ
て
、

こ
の
学
校
で
の

将
来
の
自
分
を

思
い
描
く
き
っ

か
け
と
な
っ
て

い
れ
ば
幸
い
で

す
。」と
振
り
返

り
ま
し
た
。

6
月
24
日
、高
校
生
対
象
の「
キ
ャ
リ

ア
講
演
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。キ
ャ
リ

ア
講
演
会
は
、さ
ま
ざ
ま
な
世
界
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
の
考
え
方
や
生
き
方
を

学
び
、見
聞
を
広
げ
て
自
ら
の
生
き
方
を

考
え
る
契
機
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
年

に
一
度
実
施
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、株

式
会
社
ユ
ー
グ
レ
ナ
か
ら
出
雲
代
表
取

締
役
社
長（
以
下
、出
雲
社
長
）を
お
招

き
し
、『
僕
は
ミ
ド
リ
ム
シ
で
世
界
を
救

う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。』と
題
し
た
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。講
演
で
は
、出
雲
社

長
の
生
い
立
ち
か
ら
ミ
ド
リ
ム
シ
と
の

出
会
い
、世
界
で
初
め
て
ミ
ド
リ
ム
シ
の

食
用
屋
外
大
量
培
養
に
成
功
す
る
ま
で

の
苦
労
や
ユ
ー
グ
レ
ナ
社
が
大
学
発
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
と
し
て
日
本
で
初
め
て

東
証
一
部
上
場
す
る
ま
で
の
軌
跡
な
ど

に
つ
い
て
熱
意
を
込
め
て
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。ま
た
、2
0
2
5
年
が
日
本

の
生
産
年
齢
人
口
の
過
半
数
を
ミ
レ
ニ

ア
ル・Z
世
代
が
占
め
る
転
換
期
で
あ

り
、日
本
が
復
権
す
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス

で
あ
る
こ
と
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＝
試

行
回
数
×
適
切
な
科
学（
科
学
技
術
）」

で
あ
り
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
才
能
や

恵
ま
れ
た
環
境
は
必
要
な
く
、諦
め
ず
に

努
力
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
、そ
の
た
め
に
は
、目
標
と
な
る「
メ

ン
タ
ー（
指
導
者
）」と
志
を
忘
れ
な
い
た

め
の「
ア
ン
カ
ー
」が
必
要
で
あ
る
こ
と

が
語
ら
れ
、参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
食
い

入
る
よ
う
に
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。講

演
の
最
後
に
は
、濱
中
悠
司
生
徒
会
長

（
高
校
2
年
生
）か
ら
お
礼
の
花
束
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

理
系
の
ヒ
ミ
ツ
を
発
見
！
校
長
が
語
る
未
来
へ
の

ヒ
ン
ト
＆
女
子
受
験
生
交
流
会
を
開
催

“
ユ
ー
グ
レ
ナ
出
雲
社
長
”
を
お
招
き
し
て
、

「
キ
ャ
リ
ア
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
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芝
浦
工
業
大
学
柏
中
学
高
等
学
校

高
校
１
・
2
年
生
が

第
1
回
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
探
究
ツ
ア
ー
に
参
加

第
11
回

マ
イ
ナ
ビ
キ
ャ
リ
ア
甲
子
園 

準
優
勝

第
11
回
マ
イ
ナ
ビ
キ
ャ
リ
ア
甲
子
園
で
、

高
校
3
年
生
※
の
山
本
悠
人
さ
ん
と
吉
田
敬

亮
さ
ん
が
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、高
校
生
が
チ
ー
ム
を
組

み
各
企
業
が
出
題
す
る
テ
ー
マ
に
対
し
て
、

課
題
解
決
に
挑
戦
す
る
国
内
最
大
級
の

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
今
回
は

Discovery

部
門
・Innovation

部
門

の
2
部
門
に
、
全
国
3
1
3
6
チ
ー
ム
、

総
勢
1
1
5
9
5
人
が
参
加
。
2
人
は

Discovery

部
門・Dynabook

株
式
会
社

の
テ
ー
マ
を
選
択
し
、書
類
審
査
、プ
レ
ゼ

ン
動
画
審
査
、準
決
勝
大
会
を
勝
ち
抜
い

て
、フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

2
人
が
提
案
し
た
の
は
、A
I
を
用
い
た

疲
労
度
管
理
シ
ス
テ
ム「dynaVision

」。

労
働
時
間
以
外
の
観
点
か
ら「
過
労
死
」と

い
う
社
会
課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
で
す
。提
案
に
あ
た
り
、こ
だ
わ
っ

た
の
は「
実
現
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
」と

い
い
、疲
労
の
研
究
を
行
う
芝
浦
工
業
大
学

シ
ス
テ
ム
理
工
学

部・
市
川
学
教
授

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

や
、デ
モ
画
面
の

製
作
も
自
主
的
に

実
施
し
ま
し
た
。

審
査
員
か
ら
は
こ
う
し
た
デ
ー
タ
収
集
力
を

非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
、こ
れ
に
つ
い
て
は

「
科
学
部
で
の
活
動
や
探
究
の
授
業
で
身
に

つ
け
ま
し
た
」と
振
り
返
り
ま
し
た
。

ま
た
、こ
の
経
験
を
通
し
て
得
た
も
の
に

つ
い
て
、「
大
勢
の
方
に
向
け
て
、自
分
の
思

い
や
要
点
を
的
確
に
伝
え
る
力
は
、ど
の
よ

う
な
進
路
に
進
ん
で
も
必
ず
役
に
立
つ
と
思

う
の
で
、今
後
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

3
月
17
日
か
ら
23
日
の
7
日
間
、高

校
2
年
生
5
人
、高
校
1
年
生
13
人
の

計
18
人
が
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
探
究
ツ
ア
ー

に
参
加
し
ま
し
た
。
本
校
初
の
海
外
探

究
ツ
ア
ー
で
あ
り
、ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
雄

大
な
自
然
を
通
し
て
、地
球
の
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
と
脆
弱
性
を
学
び
、自
然
と
共
生

す
る
社
会
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
中
は
、シ
ン
ク
ヴ
ェ
ト
リ

ル
国
立
公
園
で
ギ
ャ
ウ
や
間
欠
泉
と

い
っ
た
自
然
を
目
前
に
地
球
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
感
じ
る
一
方
、地
熱
発
電
所
や
、

地
熱
を
活
用
し
た
ト
マ
ト
農
園
、温
泉

施
設
な
ど
も
訪
問
し
、持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
向
け
た
、自
然
と
の
共
生

の
取
り
組
み
を
学
び
ま
し
た
。さ
ら
に
、

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
大
学
や
ハ
ム
ラ
フ
リ
ズ

高
校
を
訪
れ
、現
地
の
同
世
代
と
行
動

を
共
に
す
る
中
で
、文
化
や
価
値
観
の

違
い
を
体
験
。
日
系
企
業
へ
の
訪
問
で

は
、日
本
の
技
術
力
の
高
さ
を
実
感
す

る
と
と
も
に
農
業
の
未
来
に
つ
い
て
の

話
も
伺
い
ま
し
た
。

参
加
生
徒
は
、目
に
映
る
新
し
い
も
の

一
つ
ひ
と
つ
に
考
察
を
交
え
な
が
ら
学

び
を
深
め
て
い
た
様
子
で
、「
事
前
に
調

べ
て
は
い
た
も
の
の
、現
地
で
し
か
得
ら

れ
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。海
外
の
友
達
が
で
き
た
の
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
」（
高
校
３
年
生
※・清
水
柚

花
さ
ん
）、「
日
本
と
は
規
模
の
異
な
る
自

然
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。ツ
ア
ー
を

通
し
て
新
た
な
知
見
も
得
、視
野
が
広

が
っ
た
と
思
い
ま
す
」（
高
校
２
年
生
※・

大
谷
航
士
郎
さ
ん
）と
振
り
返
り
ま
し
た
。

※大会当時は高校 2年生

〈
2
人
が
選
択
し
たDynabook

株
式
会
社
の
テ
ー
マ
〉

35
年
前
に
冒
険
者
と
し
て
ノ
ー
ト
P
C
市
場
を
切

り
拓
い
たdynabook

の
よ
う
に
、A
I
時
代
の
冒

険
者
と
し
て
、世
界
が
抱
え
る
社
会
問
題
を
解
決
し

人
類
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
新
時
代
へ
と
導
く
P
C

や
サ
ー
ビ
ス
を
創
造
せ
よ

※学年は取材当時のものです
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